
(別紙様式１）

令和７年度　キャリア実習及びインターンシップ（夏期）受入先一覧

実習実施機関
（局名）

実習の種類 受入課等名 所在地 人数 実習内容 受入条件等 課、署等の業務紹介

北海道森林管理局 キャリア実習 胆振東部森林管理署 北海道白老郡白老町 ９月 ３日間 ２名 胆振東部森林管理署
の業務体験・見学
・国有林野の森林整
備、製品生産、販売
に関する業務
・治山事業及び林道
事業に関する業務

・森林・林業に関心
のある方
・山歩きが可能な方
・作業着、雨具、長
靴、軍手等の現場作
業のできる装備を準
備すること

胆振東部森林管理署
は、苫小牧市、白老
町、むかわ町の国有
林6.3万haを管理して
います。
国土保全や水源のか
ん養など、森林が有
する公益的機能の維
持増進を図るための
森林整備や路網整
備、木材の安定供給
による地域の事業体
育成や林業及び木材
産業振興へ寄与して
います。
樽前山における火山
噴火防災対策におい
て治山工事を実施し
ています。

北海道森林管理局 キャリア実習 留萌南部森林管理署 北海道留萌市 ９月８日～９月10日 ３日間 １～２名 留萌南部森林管理署
の業務体験・各種現
地調査、ＧＰＳ測
量、高性能林業機械
による伐採現場の監
督業務、治山・林道
事業等の監督業務、
ドローン関連業務な
ど

・森林・林業に関心
のある方
・パソコンの基本操
作が可能な方
・山歩きが可能な方
・作業着、雨具、長
靴、軍手等の現場作
業のできる装備を準
備すること

留萌南部森林管理署
は、北海道の国有林
9.2万haを管理してい
ます。
国土の保全や水源の
かん養など森林の有
する公益的機能の維
持増進を図るため、
地域と連携した森林
整備及び路網整備を
実施しています。
また、木材の安定供
給及び地域の林業事
業体の育成、林業・
木材産業の振興への
寄与及び民有林支
援、地域連携による
森づくりを行ってい
ます。

受入期間



実習実施機関
（局名）

実習の種類 受入課等名 所在地 人数 実習内容 受入条件等 課、署等の業務紹介受入期間

北海道森林管理局 キャリア実習 知床森林生態系保全
センター
網走南部森林管理署

北海道斜里郡斜里町 ８月27日～８月29日 ３日間 ２名 森林生態系保全セン
ターの業務体験
・森林生態系保護地
域のミズナラ堅果調
査等の保全活動
・地域ヒグマ対策へ
の協力   等

森林管理署の業務体
験
・国有林野の森林整
備、製品生産、販売
に関する業務（請負
事業現場等の見学及
び事業の意図・目的
の習得）
・治山事業及び林道
事 業 に 関 す る 業 務
（請負事業現場等の
見 学 及 び 事 業 の 意
図・目的の習得）

・森林生態系保護地
域などの保護林や世
界自然遺産に関心の
ある方

・登山経験等体力に
自信のある方

・現場作業のできる
装備（作業着・雨具
等）を準備すること

知床森林生態系保全
センターは、陸域の
ほとんどを国有林が
占める知床世界自然
遺産の保全と適切な
利用に関することで
あり、「知床世界自
然遺産地域科学委員
会 等 へ の 参 画 」 、
「遺産関連事業等の
実行」、「保全活動
及び諸調査の実施」
により世界自然遺産
の価値の保全に貢献
しています。

網走南部森林管理署
は 、 網 走 市 、 斜 里
町、清里町、小清水
町 、 大 空 町 、 美 幌
町、津別町の７市町
にまたがる地域の国
有 林 14 万 ha を 管 轄
し、約6割近くを占め
る水源涵養タイプの
中では「植えて、育
てて、伐って、また
植える」のサステナ
ブルな森林施業に取
組んでいるほか、森
林の持つ様々な機能
を発揮させるための
管理経営を行ってい



実習実施機関
（局名）

実習の種類 受入課等名 所在地 人数 実習内容 受入条件等 課、署等の業務紹介受入期間

北海道森林管理局 キャリア実習 北見事務所
網走中部森林管理署
常呂川森林ふれあい
推進センター

北海道北見市 ９月８日～９月10日 ３日間 ２名 森林管理署の業務体
験
・国有林野の森林整
備、製品生産、販売
に関する業務
・治山事業及び林道
事業に関する業務

森林ふれあい推進セ
ンターの業務体験
・樹木の見分け方を
中心とした自然散策
ガイドのレクチャー
等

・森林・林業に関心
のある方

・山歩きが可能な方

・現場作業のできる
装備（作業着・雨具
等）を準備すること

網走中部森林管理署は、
北海道オホーツク総合振
興局管内の１市２町の国
有林約11万㏊を管理して
います。
SGEC森林認証を受け、人
工林の生産・販売を行っ
ており、その伐採・搬出
や保育作業等の計画的な
森林整備を行っていま
す。林地保全のための治
山工事も継続的に実施し
ています。

常呂川森林ふれあい推進
センターはオホーツク最
大の河川である常呂川流
域を中心に、国有林野を
活用し特定非営利活動法
人等と連携して行う森林
づくりや森林環境教育な
ど森林と人とのふれあい
活動を推進しています。



実習実施機関
（局名）

実習の種類 受入課等名 所在地 人数 実習内容 受入条件等 課、署等の業務紹介受入期間

北海道森林管理局 キャリア実習 北海道森林管理局
石狩地域森林ふれあ
い推進センター
石狩森林管理署

北海道札幌市 ８月25日～８月27日 ３日間 ５名 森林ふれあい推進セ
ンターの業務体験
・森林環境教育等イ
ベントの準備等

森林管理局・署の業
務体験
・各種現地調査、各
事業監督業務
・UAV機器による林況
把握業務

・森林・林業に関心
のある方

・パソコンの基本操
作が可能な方

・山歩きが可能な方

・現場作業のできる
装備（作業着・雨具
等）を準備すること

北海道森林管理局が管理
経営する国有林野は約
304万ヘクタールで、北
海道の森林面積の55％を
占め、大雪山や日高山脈
などの脊梁山地の大部分
を管理しています。

森林ふれあい推進セン
ターは、豊富な森林資源
と多様な森林景観に恵ま
れた山岳林等にある定山
渓国有林、都市近郊の丘
陵森林である野幌国有林
を主たるフィールドとし
て自然再生や生物の多様
性の保全、森林環境教育
を行うNPOなどの団体に
対する技術的支援等を
行っています。

石狩森林管理署は、石狩
川流域にひろがる21万ha
の国有林を管理していま
す。木材の循環的な利用
に向けた森林整備と安定
供給に向けた施業、森林
の持つ公益的機能の維持
増進に向けた整備を実施
しています。また、地域
と連携した森林整備の支
援等を行っています。



実習実施機関
（局名）

実習の種類 受入課等名 所在地 人数 実習内容 受入条件等 課、署等の業務紹介受入期間

北海道森林管理局 インターンシップ 根釧西部森林管理署
釧路湿原森林ふれあ
い推進センター

北海道釧路市 ７月28日～８月１日 ５日間 １～２名 森林管理署の業務体
験として
・収穫調査や製品生
産事業、造林作業、
林道工事等の各種業
務内容の講習と現地
での実習
・森林環境教育など

・森林・林業に関心
のある方

・山歩きが可能な方

・現場作業のできる
装備（作業着・雨具
等）を準備すること

根釧西部森林管理署
は、北海道の国有林
18万haを管理してい
ます。国土保全や水
源のかん養など、森
林が有する公益的機
能の維持増進を図る
ための森林整備や路
網整備、木材の安定
供給による地域の事
業体育成や林業及び
木材産業振興へ寄与
しています。

釧路湿原森林ふれあ
い推進センターは、
市民参加による自然
再生活動や教育関係
者と連携した森林環
境教育を実施してい
ます。

北海道森林管理局 インターンシップ 帯広事務所
十勝西部森林管理署
十勝東部森林管理署
十勝西部森林管理署
東大雪支署

北海道帯広市 ９月 ５日間 ２名 森林管理署の業務体
験

・国有林野の森林整
備、製品生産、販売
に関する業務

・治山事業及び林道
事業に関する業務

・レクリエーション
の森での体験

・森林・林業に関心
のある方

・パソコンの基本操
作が可能な方

・山歩き（屋外作
業）が可能な方

・作業着、雨具、長
靴、軍手、帽子等の
現場作業のできる装
備を準備すること

十勝地区の３つの森
林管理署及び支署で
は、大雪山および日
高山脈周辺の国有林
42万haを管理してい
ます。
トドマツ、カラマツ
等の針葉樹人工林の
保育や伐採、搬出作
業を行っておりま
す。
林道の新設や被災し
た林道の改良、草刈
り等の維持管理を
行っております。
山地災害を復旧する
ための治山工事を
行っております。



実習実施機関
（局名）

実習の種類 受入課等名 所在地 人数 実習内容 受入条件等 課、署等の業務紹介受入期間

北海道森林管理局 インターンシップ 函館事務所
檜山森林管理署
渡島森林管理署
駒ヶ岳・大沼森林ふ
れあい推進センター

北海道函館市 ９月 ５日 ２名 森林管理署の業務体
験
・丸太の生産・販売
の監督及び事務業務
・造林事業（地拵え
等）
・ICT（ドローン、
GPS測量）関連業務
・治山事業施工地見
学
・森林ふれあいセン
ターの業務
・森林教室等実施業
務（イベント実施の
補助を含む。）
・病虫害対策の見学
等

・森林・林業に関心
のある方
・パソコンの基本操
作が可能な方
・山歩きができる方
・現場作業のできる
装備（作業着・雨具
等）を準備すること

檜山及び渡島森林管
理署は、北海道南西
部の国有林26万haを
管理しています。道
南地域における、木
材利用の推進と安定
供給に向けた取り組
みや保育作業等の計
画的な森林整備を
行っています。ま
た、山地災害の復旧
や災害を予防する治
山工事の継続的な実
施及び適切な森林の
保全管理等を効率的
に行うための必要な
路網を整備していま
す。
駒ヶ岳・大沼森林ふ
れあい推進センター
では、多様性のある
森林への再生への活
動に対する技術指導
等の支援や教職員等
が行う森林環境教育
に対する技術的指導
等を行っています。



実習実施機関
（局名）

実習の種類 受入課等名 所在地 人数 実習内容 受入条件等 課、署等の業務紹介受入期間

北海道森林管理局 インターンシップ 北海道森林管理局
石狩地域森林ふれあ
い推進センター
石狩森林管理署

北海道札幌市 ９月８日～９月12日 ５日間 ２～３名 森林ふれあい推進セ
ンターの業務体験
・森林環境教育等イ
ベントの準備等

森林管理局・署の業
務体験
・各種現地調査、各
事業監督業務
・UAV機器による林況
把握業務

・森林・林業に関心
のある方

・パソコンの基本操
作が可能な方

・山歩きが可能な方

・現場作業のできる
装備（作業着・雨具
等）を準備すること

北海道森林管理局が管理
経営する国有林野は約
304万ヘクタールで、北
海道の森林面積の55％を
占め、大雪山や日高山脈
などの脊梁山地の大部分
を管理しています。

森林ふれあい推進セン
ターは、豊富な森林資源
と多様な森林景観に恵ま
れた山岳林等にある定山
渓国有林、都市近郊の丘
陵森林である野幌国有林
を主たるフィールドとし
て自然再生や生物の多様
性の保全、森林環境教育
を行うNPOなどの団体に
対する技術的支援等を
行っています。

石狩森林管理署は、石狩
川流域にひろがる21万ha
の国有林を管理していま
す。木材の循環的な利用
に向けた森林整備と安定
供給に向けた施業、森林
の持つ公益的機能の維持
増進に向けた整備を実施
しています。また、地域
と連携した森林整備の支
援等を行っています。


